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野島断層注水実験に伴う誘発地震の発生特性　－波形相関によるクラスター解析
－
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1．はじめに
　1995 年兵庫県南部地震の地震断層の野島断層において、断層深部構造とその時間変化(回復過程)の研究を目

的とする野島断層解剖計画が開始された。3 本のボアホール掘削およびそれを用いた観測・研究の一環として、
断層破砕帯の透水性変化の検出を試みるための注水実験が 1997 年,2000 年の 2 回実施された。これらの注水実験
において、注水開始から 4～6 日後に極微小地震の発生数の増加が観測され誘発地震と推定された。自然地震(定
常的な活動)と注水誘発地震の発生特性の違いを知ることは、地震の発生メカニズムを理解するうえで重要である。
本研究では、波形の相似性に基づくクラスター解析を行い、注水誘発地震の発生特性について調べる。

2．注水実験に伴う誘発地震
　野島断層での注水実験に伴う極微小地震活動について、これまで以下の特性が指摘されている。すなわち、

定常地震活動に比べて、クラスターを構成する割合が高いこと、ｂ値が小さいこと、およびクラスター内,またク
ラスター間での震源移動などである(Tadokoro et al., 2000；永井ほか，2003；本学会同セッション；加納ほか，
2001)。
　
3．解析と結果の序報
　本研究では、2000 年注水実験に伴う極微小地震活動の波形について相互相関係数を計算し、クラスター構造

を推定した。今回の解析では、注水期間(2000 年 1 月 22 日～3 月 11 日)を含む 1999 年 12 月 1 日から 2000 年 5 月
18 日までに発生した地震 570 個を対象とし、1800m ボアホール地震計(深度 1637m)で記録された 3 成分波形のう
ち上下動成分を解析に用いた。相互相関係数が 0.85 以上で、3 つ以上の地震からなるグループをひとつのクラス
ターと定義した。その結果、全期間を通して 15 個のクラスターを検出した。注水前に活動したクラスター(5 個)
と注水後に活動したクラスター(10 個)とは、完全に異なっていた。また 1 つのクラスターの活動期間は短く、数
時間内のものが全体の約 7 割を占めた。波形相関を用いてＰタイムの読み取り精度を相対的に高めた結果、クラ
スターにおける震源分布は空間的に接近することが分かった。
　今後、1997 年および 2003 年(3 月中旬～5 月上旬実施予定)の注水実験によるデータも合わせて解析し、定常

的な地震活動と注水に伴う誘発地震活動の発生特性の違いについて考察する。


